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【 講演録】「 日本における 金融経済教育の課題と

J -FL E C の果たす役割」

金融経済教育推進機構（ J-FLEC,ジェ イ フ レ ッ ク ） 理事長　 安 藤　 聡

（ 以下、 講演記録の概要）

私の略歴についてご 紹介を 頂き ま し た 。 私は

2023 年 6 月ま で 46 年間強にわた り 金融機関と

一般企業でビ ジネス パーソ ン と し て仕事を し て

き ま し た が、 2012 年か ら 政府・ 各省庁が 主催

する 各種委員会や研究会において、 主と し て 企

業の経営改革あ る いは価値向上の視点から イ ン

ベス ト メ ン ト チェ ーン 全体の進化に関する 様々

な 提言を し て き ま し た 。 特に、 2022 年 7 月か

ら 2024 年 3 月ま で 東京証券取引所が主催する

市場区分見直し に関する フ ォ ロ ーア ッ プ会議の 

メ ン バーと し て、 PBR 1 倍割れの問題について

指摘さ せて 頂き ま し た 。 そ し て、 本年 2024 年

4 月から 新た に発足し た 金融経済教育推進機構

（ J-FLEC） の理事長に就任いたし ま し た。

友人から は「 今ま でと は全く 違っ た仕事になっ

たね」 と よ く 言われま すが、 イ ン ベス ト メ ン ト

チェ ーン 全体の改革と いう テーマを 考えた時に、

かねて よ り 個人起点の発想が重要ではな いかと

感じ て いま し た ので、 金融庁から 理事長職のオ

フ ァ ーがあっ た際も 違和感はあ り ま せんでし た。

企業であ れ、 機関投資家であ れ、 ア セッ ト オー

ナーであ れ、 個人の保有する 金融資産を イ ン ベ

ス ト メ ン ト チェ ーン の中でき ち んと 位置付けて

活用し て いく こ と が必要ですので、 個人の家計

管理・ 生活設計・ 資産形成のあ り 方を 変える こ

と ができ れば社会そのも のが劇的に変わる 可能

性がある と 信じ ていま す。

本日は、 日本金融学会秋季大会の場であ り 、

金融に詳し い方ばかり が参加さ れていま す。 こ

のよ う な 機会に、 ま ず私が皆さ ま に申し 上げた

いのは、 家計管理・ ラ イ フ ス テージに合わせた

生活設計・ 長期視点の資産形成について学んだ

こ と があ る 方は少ないと いう 事実であ り 、 金融

経済教育推進機構が新設さ れた 背景も ま さ にそ

こ にあ る と いう こ と です。 少な く と も 数年前ま

では金融経済教育全般を 体系的に学ぶ機会が、

学校でも 企業の職域でも 地域のコ ミ ュ ニティ で

も 提供さ れてこ なかっ たと いう 現実について 最

初にお話し し たいと 思いま す。

（「 金融経済教育の重要性」 の図表を 参照）

そも そも 個人が「 ①家計管理」 を し っ かり や

ら なければ人生は豊かになり ま せん。 ラ イ フ ス

本稿は、 日本金融学会・ 秋季全国大会における 金融経済教育推進機構（ J-FLEC） 安藤聡理事長の特別

講演の内容を紹介し たも のである（ 注）。 司会による安藤理事長のプロフィ ールの紹介後、 講演が始まった。



テージ に合わせた「 ②生活設計」 も 非常に重要

です。 あ く ま でも 「 資産形成」 はその後に来る

も のであ り 、 投資を 始める 際には「 ③金融商品

の選択」 を する 必要があ り ま す。 そし て、 金融

経済全体の理解が乏し ければ「 ④外部知見の活

用」 も でき ま せん。 金融リ テ ラ シ ーは一言で表

現する と「 お金に関する 知識と 判断力」ですので、

日本における 金融リ テラ シ ーが低い状況を 改善

し ていかな ければ、 一人一人の長い人生は決し

て豊かになり ま せん。

そのた めには、 幅広い金融経済教育を 提供す

る こ と によ り 金融リ テラ シ ーを 高める 必要があ

り ま す。 そし て、 金融リ テ ラ シ ーを 高める こ と

ができ れば、 個人の金融行動が変わり 、 結果と

し てフ ァ イ ナン シャ ル・ ウ ェ ルビ ーイ ン グ が実

現でき ま す。 ま さ に個人起点によ る イ ン ベス ト

メ ン ト チェ ーン 改革の一端を 担う ために、 理事

長と し て責務を 全う し てま いり ま す。

で は、 金 融 経 済 教 育 の 現 状 を 見 て み ま す

（「 J-FLEC 設立の背景」 の図表を 参照）。

日本銀行が事務局であ る 金融広報中央委員会

（ 注： J-FLEC の設立に伴い、 2024 年 10 月末を

も っ て解散）が 3 年ご と に「 金融リ テラ シー調査」

を 実施し ており 、 直近では 2022 年 7 月に公表さ

れて いま す。 18 歳から 79 歳ま での 3 万人を 対

象にし た ア ン ケ ート ですから 有意な内容であ る

と 認識でき ま す。

その中で、 一番注目し たい結果が右上の円グ

ラ フ です。「 金融経済教育を 受けたこ と があり ま

すか」 と いう 問いに対し て 、「 受けたこ と があり

ま す」 と 答えた方は 7.1％し かいま せん。 受けた

か受けて いな いかも 分から な いし 、 ど う も 受け

た こ と がな さ そう だと いう 方が残り の 92.9％で

す。

ま た、こ のアン ケート 調査で、更に私が注目し

ている 点があり ま す。 それは、「 金融経済教育は

こ れから 進めて いく べき ですか」 と いう 問いに

対し て は、 71.8％の方が「 そう 思いま す」 と 答
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えている 点です。 一般論と し て、様々なアン ケー

ト でニーズを 問う 質問で 70％以上の方が「 はい」

と 答える テーマはあま り ないよ う な気がし ま す。

と いう こ と は、 金融経済教育の圧倒的な 不足が

日本社会の課題であ る と 同時に、 社会の一人一

人から 是非充実すべき であ る と いう 、 金融経済

教育促進に対する 極めて強いニーズがあ る こ と

がはっ き り し ていま す。

一方で、 金融経済教育は投資のためのも ので

あ れば必要な いと おっ し ゃ る 方がおら れま す。

し かし 、 金融経済教育で扱う 内容は投資教育だ

けではあ り ま せん。 先程お伝えし たと おり 、 家

計管理、 生活設計、 資産形成から 昨今社会問題

になっ ている SNS を 通じ た投資詐欺や金融ト ラ

ブルの抑止や防止の啓発を 含めた 広範な テーマ

を 含んでいる こ と を 是非ご 理解頂き たいと 思い

ま す。

（「 J-FLEC 組織概要」 の図表を 参照）

こ れが J-FLEC の概要になり ま す。 J-FLEC は

「 機構」 と いう 名前を 冠し ていま すが、 金融サー

ビ ス の提供及び利用環境の整備等に関する 法律

によ っ て設立さ れた金融庁所管の認可法人です。

因みに、 類似の組織で皆さ んが馴染みのあ る の

は預金保険機構で、 役割は違いま すが、 ま さ に

法律上は同様の建て付けになっ ていま す。

J-FLEC は今年 2024 年 4 月 5 日に設立さ れた

ばかり ですが、 官民一体で運営さ れていま すの

で、 政府、 日本銀行、 業界団体である 全国銀行協

会、 日本証券業協会がそれぞれ出資し ていま す。

な お、 政府が過大な 出資を し ている と 思われ

る かも し れま せんが、 こ れは組織立ち上げのた

めの初期費用（ オフ ィ ス を 借り たり 、 什器備品

を 調達し たり する 費用） であ り 、 決し て政府に

大き く 依存し ている わけではあり ま せん。 ま た、

民間と いっ て も 個別の金融機関ではなく 、 各業

界団体です。 先程出資先と し て 全銀協と 日証協

を 出し ま し た が、 その他様々な 業界団体から サ
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ポート を 頂いていま す。 現在、 役職員数は約 70

名です。

（「 ミ ッ ショ ン ・ ビ ジョ ン ・ ロ ゴ 」 の図表を 参照）

そし て、 J-FLEC のミ ッ ショ ンに＜フ ァ イ ナン

シ ャ ル・ ウ ェ ルビ ーイ ン グ の実現＞を 掲げま し

た。 そし て、ビ ジョ ン において＜金融リ テラ シー

の向上を 図る プラ ッ ト フ ォ ーマーにな る ＞と 宣

言し ま し た。 従来、 業界団体や個別金融機関が
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社会貢献活動の一環と し て 金融経済教育を 展開

し てき たわけですが、 個別最適になっ て し ま っ

ていた り 、 横の連携が十分にと れていな かっ た

り 、 なかなか社会に金融経済教育が広ま っ て い

かなかっ た背景があり ま す。

金融経済教育推進機構と いう 正式名称は長く

て硬い、 加え て金融庁所管の認可法人と 聞く と

個人の皆さ んはハード ルが高い印象が受ける と

思いま すので、 あ えて左下にあ る 親し みやすい

ロ ゴ を 採用し 、 組織名も 略称の J-FLEC を メ イ

ン に使っ て いた だき た いと 思いま す。 そのた め

私は常に「 J-FLEC 理事長の安藤です」 と 自己

紹介を し ていま す。

それでは、 掲げたミ ッ ショ ン を 実現する た め

に、 ど う いう 事業を する かを ご 説明し ま す。

（「 ミ ッ シ ョ ン の実現に向けた 3 ス テ ッ プ」 の図

表を 参照）

ま ずス テッ プ 1 と し て「 講師派遣（ 出張授業）」

があ り ま す。 学校や企業の職域に J-FLEC の講

師を 派遣し て いま す。 それから 、 大規模な啓発

イ ベン ト やセミ ナーを J-FLEC が主催する 、 あ

る いは他の団体や個社と 一緒に共同開催する こ

と を し て いま す。 こ れら は教育と いう 脈絡で言

えば、一番分かり やすい活動（ 事業） になり ま す。

一方で、 金融リ テ ラ シーを 高めて いく た めに

は、 一方通行の教育の場を 提供する だけでは十

分ではあ り ま せん。 金融経済教育を 受けて 身に

付けた知識や判断力を 実践に移すこ と で人生を

よ り 豊かにする こ と ができ る から です。

し たがっ て、ス テッ プ 2 やス テッ プ 3 ま で知っ

て 頂く と 、 J-FLEC は、 そ こ ま で 踏み込むのか

と 感じ ていただける のではないかと 思いま すが、

個人の方から 金融経済教育全般について個別相

談を 受ける 事業を も う 一つの柱にし ていま す。

J-FLEC は本年 8 月に本格始動し た ばかり で

すが、 既に電話でおひと り 最大 30 分の無料相談
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を ス タ ート し ま し た 。一方で、ス テッ プ 2 の事前

予約制の 1 時間の対面ま たはウ ェ ブでの無料相

談受付は 10 月から 開始し ま す（ 注： 10 月 26 日に

受付開始済）。さ ら に、ス テッ プ 3 は、後で述べま

す J-FLEC 認定アド バイ ザーの中で、マネープラ

ン の事業者と し て登録さ れた方が個人の方から

有料で相談を 受けた時に、 相談料を 補填する 事

業です。 相談料の世間相場は 1 時間 5,000 円か

ら 1 万円強ぐ ら いです。 そう し た 場合に、 例え

ば 1 時間 1 万円だっ たら 、 2,000 円だけ利用者の

方に自己負担し て頂き 、8,000 円は J-FLEC がク ー

ポン（ 電子ク ーポン ） の形で最大 3 時間分ま で事

業者の方にお渡し し ま す。 こ の事業は 11 月から

開始し ま す（ 注： 11 月 26 日に受付開始済）。

何を 目的にし ている かと いう と 、 基礎を 学び、

さ ら に実践のために自身にと っ て 何が必要なの

かを 自分事と し て考えていただく 機会を 提供し

ていき たいのです。 それは投資に関する 相談だ

けではあ り ま せん。 例えば税金の問題や、 住宅

を 購入する 際の住宅ロ ーン に関する 問題、 保険

の活用な ど 様々な相談を 個人のニーズ にあ わせ

て オーダーメ イ ド で受け付けま す。 個人の相談

事業と ス テ ッ プ 1 の 学びの 場の 提供と の シ ナ

ジ ー効果によ り 個人の金融意識と 金融行動の変

容を 図り ま す。「 一人ひと り が描く 」 と いう 意味

は、 一人ひと り によ っ て異なる フ ァ イ ナン シャ

ル・ ウ ェ ルビ ーイ ン グ の実現に向けて積極的に

サポート を さ せて頂き たいと いう 想いを 込めて

いま す。

（「 J-FLEC 認定ア ド バイ ザー制度の創設」 の図

表を 参照）

先に「 J-FLEC 認定アド バイ ザー」 と いう 呼称

を ご 紹介し ま し た。 具体的には、 J-FLEC がその

方の資格と 経験を 総合的に判断し て、 ア ド バイ

ザーと し て認定さ せて頂き 、その方のプロ フ ィ ー

ルを 公表し ま す。 こ れは新たなシス テム ですが、

国家資格ではあり ま せん。
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（「 J-FLEC 認定ア ド バイ ザー制度の全体」 の図

表を 参照）

それでは、J-FLEC 認定アド バイ ザーについて

ご 説明し ま す。 J-FLEC 認定ア ド バイ ザーにな

る と 、 J-FLEC が主催する セ ミ ナーの講師や相

談事業の相談員等を 有償でやっ て 頂き ま す。 し

たがっ て、 こ の認定ア ド バイ ザーはボラ ン テ ィ

ア ではあ り ま せん。 認定ア ド バイ ザーだけで生

計を 成り 立たせる のは難し いかも し れま せんが、

報酬を お支払いし ま す。 なお、認定アド バイ ザー

は、 J-FLEC が関与する イ ベン ト 外でも 、 例え

ばその肩書を 使っ て 個人の方から 有料で相談を

受け付ける こ と も でき ま す。

た だし 、 こ こ で一つ縛り を 入れて いる のは、

現在金融機関（ 銀行・ 証券会社・ 投資顧問会社

な ど ） に勤務し て おら れる 方や金融機関か ら

報酬を 受け取っ ている 方は認定ア ド バイ ザーに

はな れま せん。 すな わ ち ア ド バイ ス の 中立性

を 担保する ために、 必要条件と し ていま す。 ま

た、 実践的な ア ド バイ ス を し て 頂く 必要から 、

J-FLEC と し て、 そのた めの実践的な 研修も き

ちんと 実施し ま す。

特に先ほど 申し 上げた有料の相談業務に従事

し て頂く 方は、 経験豊富な方でなければお任せ

でき ないので、 詳細なプロ フ ィ ール（ 得意分野、

資格の保有状況、 年代、 な ど ） を 公表し て いた

だき ま す。 誰に相談する のが良いだろ う と 思っ

た 時の参考にし て頂ける よ う な データ ベース を

J-FLEC がホーム ページで公表し ま す。

（「 J-FLEC 事業概要」 の図表を 参照）

以上、 J-FLEC の 事業概要の 1 か ら 4 に つい

てご 説明し ま し た。 最後の「 5． 学校等への支援

事業」 についてですが、 高校であれ中学であれ、

学校を 挙げて金融経済教育に関する 研究活動を

積極的にやっ ておら れる と こ ろ は申請し て頂き 、

教育研究費の助成や教育活動のア ド バイ ス を さ

せて頂き ま す。
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（「 学習教材の無料提供」 の図表を 参照）

ま た、 8 月 14 日に J-FLEC が作成し ま し た 標

準講義資料を 年代別に 10 種類、 既にホーム ペー

ジで公表し ており ま す。 10 種類は、 小学生向け

に低学年・ 中学年・ 高学年の 3 種類、 それから

中学生用、 高校生用、 大学生用に 1 種類ずつ、

さ ら に社会人向けに若手・ 中堅・ ベテ ラ ン 用の

3 種類、 それから 既にリ タ イ ア し た シ ニア 向け

に 1 種類、 以上で計 10 種類です。

冒頭に、 ラ イ フ ス テージ に合わせた生活設計
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が重要であ る と お話し ま し た。 当然のこ と な が

ら 、 学生と 社会人と シニア の課題は全く 異な り

ま す。 ですから 、 その世代が直面する 課題に対

し てき め細かく テーマア ッ プし て いま す。 し た

がっ て、 例え ば社会人若手層向け標準講義資料

については、 社会人と し て 働き 始めて、 税金の

問題、 国民年金や企業年金と いっ た年金の問題、

資産形成、 生命保険や損害保険な ど 諸々の知識

を 学んでいただく ための、 いわば教科書と し て 、

多岐にわたる 内容が含ま れていま す。

なお、 講師派遣の事業内容については、 実施

件数や対象人数を 増やすこ と は非常に重要です。

但し 、 質が伴わな い限り 件数も 伸びま せん。 よ

く メ ディ ア の取材で、 理事長は件数優先ですか

と いう こ と を 聞かれま すが、「 件数は重要であり 、

KPI と し て把握し ていき ま すが、 質を 担保し な

いと 件数は伸びま せん。 ですから 質も 件数も 同

時に重要です」 と 答えていま す。

（「（ 参考）金融リ テラ シー・ マッ プ」の図表を 参照）

こ れは参考ですが、 金融リ テ ラ シー・ マッ プ

について です。「 金融リ テ ラ シー・ マッ プ」 は、

金融経済教育におけ る 規範のよ う な 存在です。

こ れは金融庁が主導し て 2013 年に発表し たガイ

ド ラ イ ン に基づき 、 2014 年に有識者を メ ン バー

と する 金融経済教育推進会議が作成し たも ので

す。 作成から 期間が経過し て いま すので、 2023

年 6 月に内容が改訂さ れて いま す。 私ど も が活

動する 時の憲法は何かと 言われれば、 こ の金融

リ テラ シ ー・ マッ プにな り ま す。 ま た、 先ほど

申し 上げた各年代でど う いう 素養や知識が必要

なのかと いう こ と は、 こ の金融リ テラ シー・ マッ

プにき め細かく 記載さ れていま す。

ま た、 標準講義資料以外にも 、 各種の補助的

な 学習教材も ホ ーム ページにおいて無料で公開

し ていま す。

そも そも 教育には、 硬いイ メ ージがあ り ま す

が、 金融経済教育の場合には、 実践的でなけれ
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ば全く 役に立ち ま せんので、 啓発セミ ナー等も

ど んど んやっ て いき ま す。 ま た、 こ う いう 好事

例が蓄積さ れて いけば、 ホ ーム ページ等でご 紹

介し ま す。 つま り 好事例を ま ず作り 、 それを 横

展開し ていき な がら 、 全国津々浦々に金融経済

教育の活動に対する 関心を 広めていき ま す。

な お、 既に 終わ っ て い ま すが、 9 月 26 日に

SM BC グ ループと J-FLEC が共催し た セミ ナー

では、 企業の職域、 すなわち従業員向けに、ど う

いう 金融経済教育が刺さ る のかと いう こ と を 先

進事例も 含めて ご 紹介し ま し た。 企業年金には

確定給付年金も あれば確定拠出年金も あり ま す。

特に確定拠出年金について は、 経営者に継続教

育の努力義務が課さ れて いる にも かかわら ず、

な おざ り にし て いる 企業も 少な く あ り ま せん。

年 1 回ホ ーム ページ に周知し ている だけのと こ

ろ も あ れば、 ウ ェ ブで年に数回個別相談を 受け

付ける と いう 対応ま でし ている 企業も あり ま す。

実は皆さ んご 存じ のよ う に、 企業は人的資本

経営を 強化し よ う と 躍起になっ て いま す。 人的

資本経営で、 よ く 語ら れる のは女性の管理職比

率であ る と か、 若手の登用であ る と か、 ジョ ブ

型報酬制度です。 も ちろ んこ う いう テーマも 大

切ですが、 従業員の流動化が進んでく る と 、 企

業が従業員に対し て ど う いう 機会を 提供でき る

のか、 と いう こ と が従業員の仕事に対する モチ

ベーシ ョ ン を 維持する ために非常に重要になっ

てき て いま す。 ですから 、 従業員に対し て機会

を 提供し な い企業は、 優秀な 層が転職を し て い

き ま すので、 特に中堅・ 中小企業は危機感を 持っ

て対応さ れていま す。 他の会社ではやっ ている

のに、 なぜう ちはやっ てく れないのか、 と いう

突き 上げが起こ っ て く る こ と も 意識し な がら 、

こ のよ う な啓発セミ ナーを 積極的に実施し てい

き ま す。

ま た、 9 月 18 日には、消費者教育と 金融経済

教育の融合を 意図し た ディ スカッ ショ ンセミ ナー

を 行いま し た。 私自身は、 消費者教育と 金融経

済教育は違う も のであ る と 定義し て いま すが、

重なる 部分も 多いと 認識し て いま す。 消費者教

育と いう のは、 モノ やサービ ス を 受ける 、 すな

わち購入する 時が起点になり ま す。 一方、 金融

経済教育と いう のは非常に幅広く 、 例え ば、 個

人が収入を 得て税金を 払い、 手元に残っ た 資金

で色々な 経済活動を する 、 余裕資金が出て き た

ら 投資にま わすと いっ た こ と です。 要はお金が

入っ てき てから 出る と こ ろ ま でですから 、 リ テ

ラ シーが上がれば個人起点でイ ン ベス ト メ ン ト

チェ ーン が進化する と いう ふう に申し 上げたの

は、 こ う いう 理由です。

一方、最近社会問題に な っ て い る SNS を 通

じ た投資詐欺や金融機関の窓口でのト ラ ブルと

いっ たも のは金融経済教育にも 消費者教育にも

かかっ てき ま す。ですから 、 私ど も は、 全ての年

代の講義資料の中に、詐欺やト ラ ブル防止と いっ

た要素を 盛り 込んでいま す。

既に小学校、中学校、高校では、 金融経済教育

が始ま っ ていま す。お子様やお孫様がいら っ し ゃ

る 方は、 是非ど のよ う な 教科書を 使っ ている の

か見て頂き た いと 思いま す。 小学校や中学校と

比べる と 高校のレ ベルが相対的に高いので、 高

校の公民科およ び家庭科では、 十数ページ を 割

いて、 私が申し 上げたよ う な広義の金融経済教

育がテーマアッ プさ れている 教科書も あり ま す。

今、 学校でこ のよ う なこ と ま で勉強し ている の

か、 目から 鱗が落ち る と 思いま すので、 是非一

度ご 覧く ださ い。

（「 J-FLEC の今後の展望」 の図表を 参照）

ま と めです。 J-FLEC が今後ど う いう 姿になっ

て いき た いかと いう 展望です。 1 つ目は、 中立

公正な組織と し て、 偏り のない金融経済教育を
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推進する こ と です。 こ の金融経済教育と いう の

は、 決し て投資のための知識だけではあ り ま せ

ん。 家計管理、 生活設計、 資産形成、 金融ト ラ

ブルの防止など 、 こ れら を 幅広く テーマにし て

いま す。

2 つ目は、我々 J-FLEC の役職員は、あく ま でも  

コ ーディ ネータ ーと し ての役目です。 実際に教

育活動や相談業務を 担っ て頂く のは、 J-FLEC 認

定ア ド バイ ザーの方々です。 金融機関を 兼業し

ていないので、認定アド バイ ザーの中立・ 公正は

十分に担保さ れていま すので、 安心し て ご 利用

頂き た いと 思いま す。 な かな か金融機関に相談

に行く のは敷居が高いと お感じ の方も 多いと 思

いま す。なぜなら 、そこ で金融商品を 販売し てい

る から です。 1 時間も 相談し て 何も 買わずに帰

る のはちょ っ と 抵抗がある 、ある いは相談に行っ

たら 必ず営業を かけら れる のではないか、 それ

は望んでいないと いう 方も おら れる と 思いま す。

J-FLEC 認定アド バイ ザーが担う 活動では、 こ

う いっ たこ と は全く 心配する 必要はあり ま せん。

逆に言いま すと 、 認定ア ド バイ ザーが陰で商品

を 紹介し たり 、 金融機関を 斡旋し た り と いう こ

と が分かれば、 我々は毅然と し て認定を 取り 消

し ま す。 ですから 、 全く ご 心配頂かな く て結構

です。

今ま で様々な 団体が社会貢献活動と し て 金融

経済教育を 進めて き たのですが、 な かなか広が

り が見ら れな かっ たと いう のは、 主催者が業界

団体だっ たり 、 個別の金融機関だっ たり する こ

と も 一因ではないかと 思いま す。 実は業界団体

や個別金融機関は、 そのよ う な 意図は全く 持っ

て いま せん。 ただ一方で、 傘下の資産運用会社

や販売会社など が特定のお客さ ま を 集めた商品

説明会を やっ ていま すので、 個人の方から 見る

と 、 社会貢献と し ての金融経済教育セミ ナーと 、

商品販売のためのイ ベン ト が混同さ れてし ま っ

ている のも 事実です。

私ど も が相対する ス テーク ホ ルダーは、 国民

一人一人の個人です。 学校、 あ る いは職域が教

育の場になっ ても 、 最終的にはそこ で学ぶ生徒

さ ん、 ある いはそこ で働く 従業員の方々であり 、

我々がお一人お一人と 向き 合う と いう こ と です。
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ちょ っ と 大風呂敷かも し れま せんが、 誰一人取

り 残さ ない学びの場を 全国津々浦々にあ ま ねく

提供し てま いり たいと 考えていま す。

最後になり ま すが、 J-FLEC のキャ ッ チフ レ ー

ズは「 お金の知識を あなたの力に」 です。「 あな

たの力に」 で止めていま すが、 あ えて理事長と

し て申し 上げたいのは、 私はこ の後に、「 よ り 良

い社会を 作る 原動力になり ま す」 と いう 強い想

いを 込めて いま す。 ですから 、 事業は始めたば

かり で、 ま だ成果を ご 紹介する と こ ろ ま で行っ

ていま せんが、 ぜひ今後の活動にご 期待頂く よ

う お願いいたし ま す。

日本における 金融教育元年と いう のは 2005 年

である と 言われていま す。 それ以降、だいぶ経っ

ていま すが、 冒頭にお示し し た よ う に、 金融経

済教育的な活動はそれほど 進展を し ていま せん。

但し 、 既に小学校、 中学校、 高校の教科書には、

学習指導要領に基づいて、 金融経済教育がテ ー

マと し て入っ て いま す。 私自身は、 ご 説明し て

き ま し た J-FLEC の事業を 推進し 、 かつ関係の

団体と も う ま く 連携する こ と によ り 、 今後振り

返っ た時に、2024 年度、ま さ に J-FLEC がス タ ー

ト し た年度が、「 金融経済教育再生元年」 であっ

たと 思っ て頂ける よ う な活動を 積極的にし てま

いり たいと 考えていま す。

本日はご 清聴いただき 、 誠にあ り がと う ご ざ

いま し た。

【 注】

2024 年 10 月 12 日、 沖縄コ ンベンショ ンセンタ ー

において開催さ れた講演を 、 編集委員で文字起こ し

を 行い、 J-FLEC で編集し たも のであ る 。 こ の講演

記録の掲載にご 承諾頂いた J-FLEC 安藤理事長と 日

本金融学会、 及び、 掲載に向けご 尽力を 頂いた家森

信善 J-FLEC 運営委員長（ 神戸大学経済経営研究所

教授） に感謝の意を表する 。

あんどう 　 さとし
1977 年慶應義塾大学法学部卒業、 ㈱東京銀行（ 現㈱三菱
UFJ 銀行） 入行、 本店営業部・ ニューヨ ーク・ 大阪支店・
人事・ 日本国債ト レ ーディング・ 外国債券ポート フォリ オ運
用・ 法人営業企画・ 合併委員会小委員会事務局・ 検査企画・
資産運用企画（ 副部長）・ ジャカルタ支店（ 支店長） を経て、
2007 年㈱三菱東京 UFJ 銀行退職。 2007 年オムロン ㈱入
社、 常勤監査役、 2011 年執行役員経営 IR 室長、 2015 年
執行役員常務グローバル IR・ コーポレート コミ ュニケーショ
ン本部長、2017 年 6月取締役に就任、社長指名諮問委員会、
人事諮問委員会、 報酬諮問委員会各副委員長、 2023 年 6
月オムロン ㈱退社。 2024 年 4 月より 金融経済教育推進機
構（ J-FLEC） の理事長に就任、 現在に至る 。   
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